
【議題】

高速道路での通勤パス社会実験の実施について

（NEXCO西日本）

令和６年３月１８日（月）

目 次

令和５年度第３回 長崎県交通渋滞対策協議会

１



1

１．現行の平日朝夕割引について

１－１ 現行割引の主な課題と見直しの方向性

 現行の割引制度については、これまで社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会
において議論されてきた

 ２０２１年８月４日付けで公表された「中間答申」において、以下のとおり主な課題と
見直しの方向性が提言された

「中間答申」で示された主な課題と見直しの方向性

割引 現行の料金割引の主な課題 見直しの方向性

平日朝夕割引
勤務形態の多様化に未対応／

通勤時間帯の一部高速道路の混雑
割引適用時間帯の柔軟化／

通勤者の利用促進等の目的検討

深夜割引
割引適用待ち車両の滞留／
運転者労働環境の悪化

割引適用時間帯の拡大／
適用時間帯の走行分を対象

休日割引
繁忙期等の渋滞激化／

より効果的に観光需要を喚起する必要
繁忙期等に割引を適用しない／

観光周遊等を対象とした割引の拡充

大口・多頻度割引
一層の物流等支援の必要性／

公平性の確保

現下の経済状況を踏まえた拡充と、 原因
者負担の公平性の観点からの 縮小の両

面について、引き続き検討

マイレージ割引 利用者の実感が薄い 民間ポイント制度も参考に検討

※ 国土幹線道路部会 中間答申のポイント（料金制度など）より抜粋
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２．通勤パスの試行について

２－１ 見直しの方向性を踏まえた試行概要
 中間答申での課題と見直しの方向性を踏まえて、NEXCO中日本管内の石川県で通勤パスの

試行を実施中
 ２０２４年度から長崎県においても試行を開始

項目 現行の平日朝夕割引 通勤パス（２０２４年度）

割引適用日時

平日 ６～９時・１７～２０時 全日 ２４時間

割引率の概要

１か月毎の利用回数に応じて割引
１～４回 割引なし
５～９回 ３０％割引
１０回以上 ５０％割引

• ２０回分のパスを１０回分の料金で事前購入
• パス残額内は１０回分の料金で２０回分まで利用可能（最
大５０％割引）

• パス残額外となる２１回目分以降の利用は５０％割引
• 通勤パスの対象走行は休日割引や深夜割引の適用対象外
• 通勤パスの申込期間中は、指定区間の内外にかかわらず、
NEXCO区間における平日朝夕割引の適用対象外

割引適用方式
ＥＴＣマイレージサービスによるマイレージポイントの後
日還元

• パス残額内は事前購入による残高管理
• パス残額外は後日割引

割引適用区間 全国の地方部の高速道路で１００ｋｍ以内のＩＣ区間 一部区間で事前にパスを購入したＩＣ区間

割引対象車種 全車種 軽自動車等および普通車

１日の
利用回数上限

朝夕それぞれ１回まで 時間帯の制限なしで３回まで

＜中間答申での課題と見直しの方向性を踏まえた新たな割引＞
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○は対象走行となる出入ＩＣを表す

※ から２ＩＣを選択し、その区間内に含まれるＩＣ間の相互交通が対象走行となる
※川平ICは、川平ICを流出もしくは流入する走行（昭和町方面の走行を含みます。）
または川平有料道路と連続して利用する走行が対象となる

※川平本線は、高速道路本線に設置している本線料金所を通過し、西山町方面の走行が対象となる。

２－２ 試行区間について

 長崎道 長崎ＩＣ、長崎多良見ＩＣ、諫早ＩＣ、大村ＩＣおよび長崎バイパス 川平ＩＣ
の各ＩＣ間（１４ＩＣ間）

２．通勤パスの試行について

対象区間

川

平

川
平
本
線

東 そ の ぎ

大 村
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【令和4年度】
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E34

E96
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２－３ 記者発表資料（抜粋）

２．通勤パスの試行について

２０２４年度試行拡大の記者発表（2024年2月16日）２０２４年度詳細の記者発表（2024年2月28日）



３．今後の効果検証について
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 長崎県を含む６道県へ試行を拡大することから、全国的な検証を実施する

 利用者へのアンケートを中心に、試行エリアにおける交通動向の分析も実施する計画とし

ているが、検証内容について有識者のご意見も伺いつつ効果検証を進めていく予定

 次回以降の本会議の場で報告させていただく予定

検証メニュー 検証内容

利⽤者アンケート
通勤パス販売前の交通⼿段、通勤時間、時間短縮効果、通勤⼿当の⽀給状況
平⽇朝⼣割引の認知度、割引を意識して移動していたか等
（⾮利⽤者に対して、）通勤パスの認知度調査、利⽤しない理由など

利⽤動向 ⾼速道路の利⽤回数の増減

渋滞 主要渋滞箇所、時間帯別旅⾏速度

道路の利⽤状況
インターチェンジペア別の⾼速道路の利⽤台数
⼀般道路の混雑区間利⽤者のOD
市街地から⾼速道路へのアクセス道路の混雑

【検証項目と検証内容について】

※その他、他の交通機関への影響についても検証予定
※なお、各エリアの地域特性を踏まえた追加分析が必要な場合は実施する


